
❶ここは本当に日本だろうか？　と目を疑うほど。晴れわたった青空に、絵に
描いたように浮かび上がる真っ白の洋館 M 邸
❷南欧風デザインとスペイン・バレンシアからの直輸入瓦を纏ったファサー
ド。真っ白い外壁とテラコッタの乾いた色彩が映える
❸階段を上がると廊下を兼ねた海外サイズのゆとりある多目的空間が利用で
きる。天窓から光を取りいれるからとても明るい。
❹玄関から居室へのアプローチはアーチが迎えてくれる
❺玄関横にはご主人のサーフボードがずらりと並ぶ。バスルールへ直結して
いるのはサーファーズハウスでは必須の仕様ですね
❻貝殻をモチーフとした洗面ボールがとても可愛らしい洗面台
❼ゴールドで統一された蛇口やサニタリー用具、輸入壁紙ともとてもマッチ
している
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千葉県・房総移住と家づくり

外房・一宮町〜
海と山と子育てと

海外勤務から帰国後も
大好きなサーフィンを楽しむために、

新居は波の良い一宮町を選んだ。
アメリカ西海岸の南欧風建物と、

厳選された本物の建材に憧れて建てた住まいは、
つるおか工務店が手がけた
サーファーズハウス #5。

カナリーヤシは堂々たる真っ白い建物の
シンボルツリーだ！

長く海外勤務を経験して帰国された両角さんご家族。
家づくりについてはアメリカでしっかり研究されてこられたようで、
外観のデザインはもちろん、瓦、室内ドアやアーチ型窓など、
海外住宅本来の材料を選びたいから、御宿町のつるおか工務店に
設計施工を依頼しました。
ご希望のプランはアプローチもおしゃれな南欧風の二階建で、
玄関横にはサーフボード置き場を配置。
海から戻ってシャワーを浴びて玄関横からお風呂に直接入れる動線
もご希望でした。
1 階は、明るい吹き抜けを設けた広いリビング＆ダイニング、
そして続きの間としてのゲストルームもあります。
2020 東京オリンピックのサーフィン会場にもなった一宮町は、
東京へのアクセスの良さ、サーフィンカルチャーの魅力がいっぱい。
いまだにサーファーの移住が絶えません。
今年こそ房総移住、してみませんか？

エディターズノート

撮影◎ BYTHESEA 撮影チーム

千葉県一宮町・両角さんご家族

＊本記事は 2017 年「HOME&DÉCOR」（弊社発行）に掲載されたものを再編集したものです。



DATA
敷地面積／480㎡（145.45坪）
延床面積／99.37㎡（30.11坪）
　　 1階／52.17㎡（15.78坪）
　　 2階／47,20㎡（14.27坪）
用途地域／第一種低層住居専用地域
構造／ツーバイフォー木造2階建て
間取り／2LDK
設計・施工／有限会社つるおか工務店
家族構成／5人（子ども3人）

◎外部仕上げ 
　屋根／シングル葺き
　外壁／サイディング
◎内部仕上げ
　床材／パイン材
   壁／ビニールクロス
   天井／ビニールクロス

❶なんといってもリビング上の大きな吹き抜けがこの家のダイナ
ミックさを物語っている。海外からに帰国者にとってはこの空間は
ありがたい。
❷広い敷地にゆったりと建つ白壁とスペイン瓦の海外仕様そのまま
の輸入住宅は、ひときわ海外の香りを放っている
❸白いタイルを使用して清潔感たっぷりの大きなキッチン。吊り収
納のほか、右手にはパントリーもあるから収納力は抜群
❹ダイニングからの光景。広いリビングに続く部屋を含めると海外
サイズの大空間が生まれる
❺ 大きなキッチンとともにダイナミックな空間を楽しむご家族
❻海外でイメージして帰国した待望のアーチ型はめ殺し窓
❼ 1 階リビングから続くテラコッタの広いテラス。側面に立てられ
た白い手すりも印象的だ。ご家族はアウトドアダイニングとしてこ
こで頻繁にランチをとるそう
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